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6月上旬の、大石公園から見た景色で

す。富士山もラヴェンダーも美しくて、一

枚に収めてみました。ラヴェンダーは、

河口湖の初夏の風物詩です。 

2月23日は 

富士山の日 
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富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進

会
議
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
五
月
十
九
日
（
月
）

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に

お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
富
士

山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議
幹
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

富
士
山
憲
章
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
設
立
さ
れ
た
富
士
山
憲
章
山

梨
県
推
進
会
議
（
事
務
局 

富
士
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）で
す
が
、

今
年
で
事
務
局
開
設
後
１５
年
を
迎

え
ま
す
。 

 

幹
事
会
は
そ
の
予
算
や
本
年
度
の

活
動
内
容
を
決
定
す
る
重
要
な
会

議
で
す
。
構
成
団
体
で
あ
る
山
梨
県

と
富
士
北
麓
の
七
つ
の
市
町
村
（
富

士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山

中
湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢

村
、
身
延
町
）と
二
つ
の
恩
賜
林
組
合

（
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有

財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・
富
士
河
口

湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）
の
担

当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
の
決
算
報
告
と
事
業
内
容

の
説
明
の
あ
と
に
、
本
年
度
の
予
算
の

説
明
と
事
業
内
容
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

本
年
度
も
、
富
士
山
の
マ
イ
カ
ー
規

制
期
間
中
（７
月
１０
日
か
ら
８
月
３１

日
ま
で
）
の
混
雑
日
に
、
北
麓
駐
車
場

で
ゴ
ミ
袋
等
の
啓
発
物
品
を
配
布
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
８
月
２２
日
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
と
も
に
清
掃
す
る
富
士
山

エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
北
麓
駐
車
場
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
、
富
士
山
エ
コ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
参
加
者
を
、
現
在

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
（７
月
３１
日

ま
で
）
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

山
梨
県
と
静
岡
県
が
合
同
で
行
っ

て
き
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
例
年
と
は

異
な
り
１０
月
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
国
道
１
３
９
号
線
の
県
境
を
挟

ん
で
の
清
掃
活
動
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

そ
の
他
に
も
様
々
な
富
士
山
の
環
境

保
全
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
、
メ
ル
マ
ガ
の
発

行
な
ど
情
報
発
信
や
北
麓
地
域
に

て
清
掃
活
動
す
る
団
体
に
無
料
で
軍

手
、
ゴ
ミ
袋
を
配
布
す
る
事
業
な
ど

で
す
。
（
詳
し
く
は
富
士
山
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
）
会
議
を
行
な
っ
た

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
た
く

さ
ん
の
外
国
人
の
方
が
訪
れ
て
お

り
、
世
界
遺
産
と
な
っ
た
富
士
山
へ
の

関
心
を
実
感
し
、
こ
れ
ら
の
環
境
保

全
事
業
の
重
要
性
を
幹
事
会
の
担
当

者
が
再
認
識
し
た
上
で
、
事
業
内
容
の
承

認
が
行
わ
れ
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
富
士

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
入
口
に
あ
る
富
士
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
所
が
あ
り
ま

す
。
富
士
山
の
環
境
保
全
に
興
味
が
あ
る

方
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

吉
田
口
登
山
道
清
掃
活
動
に
参

加
し
ま
し
た 

  
５
月
１０
日
に
「富
士
山
吉
田
口
登
山
道

周
辺
清
掃
活
動
」に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
清
掃
活
動
日

和
？
で
、
地
元
企
業
を
始
め
地
元
団
体
の

方
々
３
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
富
士
山

憲
章
山
梨
県
推
進
会
議
事
務
局
職
員
は
、

富
士
北
麓
駐
車
場
か
ら
中
の
茶
屋
に
向
か

う
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
し

ま
し
た
。
道
路
脇
に
は
煙
草
の
吸
殻
。
橋
の

下
に
は
空
き
缶
や
商
品
の
空
き
箱
等
、
車

で
通
る
と
気
づ
か
な
い
ゴ
ミ
を
一
つ
ひ
と
つ

拾
い
ま
し
た
。
他
の
清
掃
箇
所
で
は
、
タ
イ

ヤ
や
ス
ト
ー
ブ
、
中
に
は
犬
小
屋
ま
で
捨
て

ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
２
時
間
30
分
の

活
動
で
可
燃
物
２
８
０
キ
ロ
、
不
燃
物
５
４

０
キ
ロ
を
収
集
（実
行
委
員
会
発
表
）し
ま

し
た
。
昔
に
比
べ
る
と
ゴ
ミ
や
不
法
投
棄
は

減
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
心

無
い
人
が
捨
て
て
い
る
現
実
が
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。 

  

 
 
 編

集
者
が
替
わ
り
ま
し
た 

  

い
つ
も
富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
お

読
み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
号
か
ら
編
集
を
担
当
い
た
し
ま
す
、

網
倉
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
富
士
山

憲
章
や
環
境
に
関
す
る
記
事
等
を
取
り
上

げ
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス

を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

富士山憲章山梨県推進会議 

幹事会の様子 

吉田口登山道清掃活動の様子 
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今
年
も
７
月
１
日
に
富
士
山

が
開
山
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の

登
山
者
が
安
全
に
登
ら
れ
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
今

年
は
記
録
的
な
降
雪
の
あ
っ
た

昨
年
と
違
っ
て
残
雪
も
少
な

く
、
例
年
開
山
前
に
お
こ
な
わ

れ
る
吉
田
口
登
山
道
の
雪
か

き
も
、
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
と

い
う
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
参
加

し
、
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。 

○
環
境
教
育
の
実
施 

・学
習
会
…
７
回 

・出
張
講
座
…
10
回 

・自
然
解
説
…
５
回 

・そ
の
ほ
か
、
小
中
学
校
へ 

 

写
真
パ
ネ
ル
の
貸
出
し 

○
そ
の
ほ
か
の
活
動 

・合
同
巡
回
…
車
両
乗
り
入

れ
防
止
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
、
吉

田
口
登
山
道
馬
返
安
全
登
山

啓
発
、
山
静
神
合
同
富
士
箱

根
伊
豆
地
域
不
法
投
棄
防
止

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
、 

・清
掃
活
動
参
加
…
吉
田
口

登
山
道
周
辺
清
掃
活
動
、
富

士
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン 

・富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
の

防
災
訓
練
に
参
加 

・取
材
対
応
…
山
梨
放
送
「わ

く
ド
キ
や
ま
な
し
」 

・写
真
提
供
…
東
海
ウ
ォ
ー

カ
ー
、
静
岡
県
文
化
・観
光

部
、
富
士
五
湖
観
光
連
盟 

 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
通
常

の
巡
回
に
加
え
、
今
年
新
た
に

７
月
～
９
月
の
登
山
期
間
中
、

五
合
目
の
総
合
管
理
セ
ン

タ
ー
前
で
「
安
全
登
山
レ
ク

チ
ャ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

軽
装
や
無
計
画
に
富
士
登
山

に
来
る
人
に
声
を
か
け
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
目
的

で
す
。
ま
た
、
落
石
や
転
倒
時

の
頭
部
保
護
と
昨
年
の
御
嶽

山
噴
火
を
ふ
ま
え
、
登
山
者

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
防
塵
マ
ス
ク
の

持
参
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

 

そ
の
ほ
か
保
全
活
動
と
し

て
、
富
士
河
口
湖
町
が
お
こ

な
っ
て
い
る
特
定
外
来
生
物
の

駆
除
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

特
定
外
来
生
物
の
な
か
で
も

『ア
レ
チ
ウ
リ
』は
成
長
ス
ピ
ー

ド
が
と
て
も
早
い
つ
る
性
の
植

物
で
、
在
来
植
物
を
覆
い
死
滅

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
生
態
系
と

景
観
へ
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
外
来
生
物
の
完
全

駆
除
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で

す
が
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

大
繁
殖
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
２

年
前
よ
り
年
に
数
回
駆
除
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
富

士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
可
能
な
限

り
参
加
し
て
い
ま
す
。
駆
除
活

動
は
在
来
植
物
と
外
来
植
物

を
選
別
し
な
が
ら
行
う
必
要

が
あ
る
た
め
、
全
て
手
作
業
で

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

登山道の様子（6月23日） 

軽装登山者への啓発（昨年） 

高尾山での安全登山啓発 

駆除活動（右手にアレチウリ） 

 

例
年
、
開
山
中
に
啓
発･

指

導
を
お
こ
な
っ
て
い
て
、
「
富
士

山
に
来
る
前
の
啓
発
が
必
要
」

と
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
今
年

も
６
月
27
日
と
28
日
に
、
東

京
の
高
尾
山
山
頂
で
安
全
登

山
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

「
な
ぜ
高
尾
山
で
富
士
登
山
啓

発
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
高
尾
山
は
関
東

圏
在
住
の
方
が
富
士
登
山
の

事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
来
る
割

合
の
高
い
山
な
の
で
す
。
昨
年

度
の
啓
発
で
は
、
声
を
か
け
た

４
組
中
１
組
が
「富
士
登
山
を

目
標
に
登
っ
て
い
る
」方
々
で

し
た
。
高
尾
山
と
富
士
山
で
は

か
な
り
標
高
差
も
あ
り
、
ど
こ

ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が
あ

る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
新

し
く
購
入
し
た
登
山
用
具
の

足
慣
ら
し
を
す
る
に
は
十
分

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
６
月
19
日

に
横
浜
で
旅
行
会
社
・山
岳
用

品
店
・関
係
団
体
を
対
象
に
し

た
静
岡
県
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
「富
士
登
山
の
傾
向
」と
し

て
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
６
月

28
日
と
７
月
12
日
に
は
、
大

阪
で
一
般
者
を
対
象
に
し
た

富
士
登
山
セ
ミ
ナ
ー
で
も
講

演
し
ま
し
た
。 仮 

富士登山セミナー（6月28日） 
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○剣ヶ峰 

日 本 の ピ ー ク 剣 ヶ 峰

（3,776m）。せっかく富士山

に登ったのなら、ぜひ御鉢

めぐりをして訪れてもらいた

いところ。写真を撮る人で

大行列になることも！ 

富
士
山
に
登
ろ
う
！ 

 

「今
年
も
７
月
１
日
に
、
開
山
し
た
富
士
山
。
例
年
、
多
く
の
人
が
富
士
登
山
の
起
点
と
す
る

吉
田
口
登
山
道
の
様
子
、
登
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
、
周
辺
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
」 

     ○五合目    ロータリー 

富士登山の起点     のこちらには富士山グッ

ズを扱うお土産      屋さんや登山用品店

等、たくさんのお      店があります。ゆっくり準

備をして万全な      状態で登り始めましょ

う。 

       ○御中道・奥庭 

登山はしなくても富士山の自然を楽しみたい！という

人にはオススメのコースです。急勾配もなく、秋には

金色に染まったカラマツも楽しむことが出来ます。 

○本八合目付近 

ここまで来ると雲もはるか

眼下に。美しい景色を背

負いながらゆっくり登ろう。 

      ○山小屋 

富士山の七合目以上には多くの山小屋があり

ます。山小屋を上手に利用して余裕を持った

登山を心がけましょう。 

60分 

  60分 

五合目 

六合目 

100分 

八合目 

吉田口山頂 

八合五勺 

本八合目 

七合目 

 80分 

20分 

60分 

      ○七合目 

七合目からはご覧のような岩場の登山

道に。足元に注意しながら慎重にいき

ましょう。 
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吉田ルート・須走ルート分岐点 

吉田口山頂 

 六合目 

 五合目 

40分 

120分 

50分 

御鉢巡り90分 

←○山頂直下 

御来光を見た

人が一気に駆

け下りる為、下

山道は砂埃が

も のす ご い で

す。防 塵 マ ス

ク を 携 行 し ま

しょう。 

      ○下山道シェルター（六合目） 

ここまでくればもうひと踏ん張り！ 落石に備えて

ちゃんと中を歩きましょう。 

  ○下山道→ 

つづら折りの道が延々と

続く下山道。実はここが

一番富士登山でつらい

ところかも・・・下山の体

力を残しておくこと！ 

       ○下山道トイレ（七合目） 

下山道にはトイレが一か所しかありません。行列必

至なので山頂か、本八合目でトイレに行くのを忘れ

ずに！ 

     ○五合目    ロータリー 

富士登山の起点     のこちらには富士山グッ

ズを扱うお土産      屋さんや登山用品店

等、たくさんのお      店があります。ゆっくり準

備をして万全な      状態で登り始めましょ

う。 

           ○山頂 

御来光。疲れも吹き飛ぶ美しさ！御来光を観たい気持ちは分か

りますが、くれぐれも弾丸登山は控えてくださいね。なお、吉田口

登山道では登山道のどこからでも御来光を見ることが出来ます。 
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『コンパス』はお手持ちのスマホやパソコンから登山届が出せるシ

ステムです。富士山は観光気分で登られる方も多いですが、れっき

とした日本一の標高を誇る「山」です。また、活火山でもあります。万

が一の時に備えて登山届を提出しましょう！ 

・未だに軽装登山者を見かけることがありますが、絶対にやめましょ

う。富士山は夏でも氷点下近くまで気温が下がることがあります。ま

た、足場が悪いのでサンダル、両手が自由にならないトートバッグ

等も危険です。（写真左） 

・コスプレをして登ってくる人を見かけることもあります。せめて万全

の装備を携行していただきたいです。（写真右） 

富士山でよく見かける悪い例… 

コンパス 登山届 検 索 

 すぐに検索してみるマル！ 

100円玉 
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7、8合目 

山頂 

９合目 

 

「
富
士
山
に
は
動
植
物
な
ん
て
何
も
な
い
。
だ
か
ら

つ
ま
ん
な
い
。
」
な
ん
て
事
を
言
う
人
が
た
ま
に
い
る

が
、
大
間
違
い
だ
！
富
士
山
に
も
立
派
な
四
季
が
あ
る

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
色
々
な
植
物
が
生
え
、
変
化
し
、

鳥
や
蝶
が
飛
ん
で
来
た
り
と
、
常
に
な
に
か
し
ら
の
変

化
が
あ
る
、
と
て
も
面
白
い
山
な
の
だ
。
今
回
は
少
し

だ
が
、
そ
ん
な
富
士
山
で
み
ら
れ
る
動
植
物
を
紹
介
し

た
い
。 

5、6合目 

3、4合目 

  ・カラマツ 

針葉樹の仲間だが、

秋には黄葉し、落葉

する。５,６合目で

は大きい木が目立つ

が、それ以上は森林限

界となり人の背丈を超

える樹木はなくなる

・ニホンカモシカ  

国の天然記念物にも指定され

ている珍しい哺乳類。名前に

シカとついているけど、実は

ウシの仲間なんだぞ。 

1、２合目 

      ・フジアザミ   

観察をするときは注意が必

要。トゲトゲで触ると痛い。

紫色の花は大人のこぶしぐら

いの大きさがあるぞ。 

  ・オンタデ 

富士山のように環境の厳しい場

所でも活き活きと育つ植物。水

はけの良い溶岩の上で、少しで

も多くの水を吸収するために、

根っこは３ｍ近く育つぞ。 

 ・セイヨウタンポポ 

あれ…この植物は昔は

ここには無かったんだ

けどなぁ。富士山の生

態系を守るためにも対

策はしっかりしないと

な!! 

  ・フデリンドウ 

足元にも要注意!!小さ

くて可憐な花を見逃し

てしまうぞ。大きさは

５００円玉くらいだ。 

 ・ギンリョウソウ 

森の中にひっそりと生

えている真っ白な植

物。きのこみたいだけ

どきのこじゃないぞ。 

  ・コケモモ 

秋にはジャムにしても

美味しい、真っ赤な実

をつけるぞ。でも五合

目以上の特別保護地区

では動植物の採取は禁

止だからな!! 

  ・ニホンリス 

言わずと知れた人気

者。春が来ると忙しそ

うに動き回っているの

をよく見かけるぞ。 

  ・イワヒバリ 

山頂にも飛んでくる小さな鳥。好

奇心が旺盛なのか、よく人に近づ

いてくる。疲れきった登山者を横

目に、さっそうと飛び去って行く

姿は力強く、羨ましくもなるな。 

 ・ルリハムシ   

瑠璃色の羽根を持つキレイな(？)

虫。富士山に飛んでくる鳥たちの

貴重な食料だ(笑)。登山道を歩き

ながらよーくみて見るとたくさん

いるぞ。 

 

    ・ホシガラス 

カラスの仲間だが、街中でみ

かけるカラスよりひと周り小

さい。黒い体に白い星が散り

ばめられたような模様がある

ぞ。見られたらラッキーだ!! 
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View  of  Mt.Fuji 

Vol.３ 
草
原
、
花
、
蝶
、
富
士
を
楽
し
む 

 
 

 
 

 
  

富
士
を
望
む
山
々 

杓 

子 

山

し

ゃ

く

し

や

ま

 

今
回
の
「
富
士
を
望
む
山
々
」

は
そ
ん
な
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
杓

子
山
を
紹
介
す
る
。 

 

杓
子
山
の
山
頂
を
目
指
す

に
は
、
鳥
居
地

と

り

い

ち

峠
ゲ
ー
ト
上
の
登
山

道
か
ら
高
座
山

た
か
ざ
す
や
ま

を
経
て
山
頂
を
目

指
す
コ
ー
ス
と
、
富
士
吉
田
側
に
あ

る
不
動
湯
の
上
か
ら
山
頂
の
み
を
目

指
す
お
手
軽
コ
ー
ス
、
立
ノ
塚

た
ち
ん
づ
か

峠
か

ら
鹿
留
山

し
し
ど
め
や
ま

方
面
よ
り
杓
子
山
を
目

指
す
コ
ー
ス
、
そ
し
て
ど
ち
ら
も
熟

達
者
向
け
の
西
桂
か
ら
倉
見
山
を

経
て
杓
子
山
へ
抜
け
る
コ
ー
ス
、
都
留

の
御
正
体
神
社
の
ゲ
ー
ト
か
ら
山
頂

を
目
指
す
コ
ー
ス
と
、
本
当
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
る
。
今
日
は

最
も
登
山
者
の
多
い
鳥
居
地
峠
の
登

登
山
口
入
口
の
案
内
に
導
か
れ
、
暗

く
静
か
な
カ
ラ
マ
ツ
の
森
へ入
り
数

分
、
心
が
山
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
る

の
も
つ
か
の
間
、
新
緑
の
カ
ヤ
ト 

（茅
や
ス
ス
キ
で
覆
わ
れ
た 

草
原
）が
目
い
っ
ぱ
い
に 

飛
び
込
ん
で
き
て
驚
く
。 

ス
ス
キ
の
草
原
の
山
は 

そ
う
珍
し
く
な
い
が
、 

ま
る
で
中
央
ア
ル
プ
ス
の 

千
畳
敷

せ
ん
じ
ょ
う
じ
き

の
カ
ー
ル
の
よ
う
な 

広
く
穏
や
か
な
カ
ヤ
ト
は 

な
か
な
か
見
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

カ
ヤ
ト
と
空
の
境
界
線
か
ら 

真
っ
白
な
夏
雲
が
湧
き
出
て 

緑
、
青
、
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は 

美
し
い
の
一
言
に
尽
き
る
。 

ま
た
、
林
業
の
為
の
細
道
が
何
本
も

入
っ
て
い
る
の
も
模
様
の
よ
う
で 

面
白
い
。 

右
手
に
は
左
右
い
っ
ぱ
い
に
裾
野
を
広

げ
た
富
士
山
と
町
並
み
が
良
く
見
え

る
。
こ
こ
か
ら
ま
ず
高
座
山
を
目
指

す
が
、
な
か
な
か
急
な
登
り
が
続

く
。
特
に
山
頂
直
下
は
急
登
で
足
元

も
滑
り
や
す
い
。
ロ
ー
プ
が
あ
り
が
た

い
が
、
下
か
ら
2
番
目
の
ロ
ー
プ
は

切
れ
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
使
わ
な
い

よ
う
に
す
る
。
息
を
整
え
な
が
ら
慎

重
に
登
る
。
ツ
ツ
ジ
や
ア
ヤ
メ
が
あ

ち
こ
ち
に
咲
い
て
い
て
目
を
奪
わ
れ

な
が
ら
登
る
の
で
、
さ
ほ
ど
き
つ
く
は

な
い
。 

忍
野
の
市
街
地
か
ら
富
士
山
と

反
対
の
山
に
目
を
向
け
る
と
、
丸
く

穏
や
か
な
山
体
の
為
、
地
味
な
印

象
だ
が
、
ま
る
で
目
印
か
の
よ
う
に

山
腹
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

が
目
に
留
ま
る
。 

こ
れ
が
杓
子
山
だ
。 

富
士
の
眺
望
の
良
さ
と
、
豊
富
な

ル
ー
ト
で
県
内
外
か
ら
登
山
者
が

山
頂
を
目
指
す
人
気
の
山
だ
。 

初
夏
の
杓
子
山
は
、
他
の
山
に
似
な

い
新
鮮
さ
を
見
せ
て
く
れ
、
き
っ
と

心
を
奪
わ
れ
る
だ
ろ
う
。 

↑登山道入り口。わかりやすい。 
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View  of  Mt.Fuji 

高
座
山
の
山
頂
は
三
角
点
と
道
標
は
あ
る
が
、

展
望
は
な
い
。
山
頂
の
少
し
手
前
に
戻
れ
ば
富
士
の

展
望
を
楽
し
め
る
。
こ
こ
か
ら
は
涼
し
い
尾
根
歩
き

が
続
く
。
よ
く
整
備
さ
れ
た
尾
根
道
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
む
と
鉄
塔
下
に
出
る
。
こ

こ
ま
で
く
る
と
河
口
湖
の
街
並
み
が
左
手
に
開
け

る
。
岩
と
樹
林
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
慎
重
に
先
へ
進

む
と
、
少
し
明
る
く
広
い
不
動
湯
と
の
合
流
地
点
に

出
る
。
こ
こ
が
大
権
首

お

お

ざ

す

峠
だ
。
こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で

標
高
差
２
０
０
ｍ
を
一
気
に
詰
め
上
が
る
。
途
中
、

黒
い
マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
た
広
場
に
出
る
。
下
に
は
オ

レ
ン
ジ
色
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。

こ
こ
が
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
離
陸
地
だ
。
麓
か
ら

見
え
た
ハ
ー
ト
は
こ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
よ
う
だ
。

危
険
な
の
で
中
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
し

か
し
、
富
士
山
に
向
か
っ
て
飛
び
立
つ
姿
を
想
像
す

る
と
実
に
爽
快
で
空
を
舞
い
た
い
気
持
ち
に
駆
ら

れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
先
は
よ
り
急
な
登
り
と
な

る
。
滑
り
や
す
く
急
な
た
め
足
に
は
負
担
が
大
き

い
が
、
ロ
ー
プ
の
助
け
も
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
慎
重
に
進

む
と
明
る
い
広
場
に
出
る
。
新
し
い
ベ
ン
チ
が
並
ぶ

こ
こ
が
杓
子
山
の
山
頂
だ
。
天
空
の
鐘
と
名
付
け
ら

れ
た
か
わ
い
ら
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
鐘
は
、
カ
ー
ン

と
高
く
美
し
い
音
で
山
頂
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
。 

道
志
山
系
や
都
留
方
面
の
街
並
み
も
望
め
る
が
、

圧
巻
な
の
は
や
は
り
富
士
山
だ
。
こ
こ
で
見
る
富
士

山
が
一
番
大
き
く
見
え
る
気
が
す
る
。
そ
し
て
、
カ

ヤ
ト
の
恩
恵
か
、
花
と
蝶
な
ど
の
昆
虫
が
多
い
の
も

特
徴
だ
ろ
う
。 

梅
雨
の
晴
れ
間
に
登
れ
た
杓
子
山
は
た
く
さ
ん
の

生
き
物
が
歓
迎
し
て
く
れ
る
、
美
し
く
賑
や
か
な
、

 

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
顔
を
持

つ
山
だ
っ
た
。 

【
取
材
】 

２
０
１
５
年
６
月
１
５
日 

 

【
写
真
下
】
高
座
山
下
部
の
切

れ
か
け
た
ロ
ー
プ
。
な
る
べ
く
使

用
を
控
え
よ
う
。 

①山頂で見つけたアゲハチョウ。 

②ニホンリスの食痕。 

   この森にリスが暮らしている証拠。 

③鉄塔の下を通ることが出来る。 

   意外と貴重な体験かも？ 

④アヤメ。他にもツツジや 

   ノバラなどが咲き誇っていた。 

④ ① 
② 

③ 

高
座
山
→ 

鉄
塔
→ 

大
権
首
峠
→ 

杓
子
山
→ 

鹿
留
山
→ 

忍野村内から杓子山方面を眺める 

登山口 鳥居地峠 

不動湯 

至富士吉田 

至忍野 

鉄塔 ハンググライダー

離陸場 

急登 

カヤト 

ロープ

危険 
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富士山関連重要資産 More・モア 
も 

も あ あ 

 

も
あ
も
あ
を
ご
覧
の
皆
様
ご
無
沙
汰
し
て
お
り

ま
す
。
い
よ
い
よ
富
士
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
盛

り
上
が
っ
て
き
た
こ
の
富
士
北
麓
地
域
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
一
同
気
合
を
入
れ
て
ま
す
ま
す
業
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
「も
あ
も
あ
」
シ
リ
ー
ズ
も
、
つ
い
に

焼
き
が
回
っ
た
の
か
、
な
ん
と
今
回
ご
紹
介
す
る

の
は
「下
吉
田
駅
」
と
い
う
も
う
既
に
世
界
遺
産

と
も
重
要
と
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ス
ポ
ッ
ト
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
侮
る
な
か
れ
！ 

こ

の
生
粋
の
地
元
っ
こ
（
前
回
か
ら
推
し
て
い
る
）
の

私
も
心
躍
る
取
材
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
自
信
を

も
っ
て
薦
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
ず
今
、
世
界
中
の
富
士
山
を
訪
れ
る
人
々
か

ら
熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
る
新
倉
山
の
浅
間
公

園
、
通
称
「
忠
霊
塔
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
忠

霊
塔
の
名
の
通
り
、
こ
こ
は
戦
没
者
の
霊
を
弔
う

た
め
の
五
重
の
塔
が
そ
び
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

塔
を
バ
ッ
ク
に
美
し
い
冨
士
を
四
季
折
々
に
な
が

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
こ
の
公
園
で
す
。 

 

喫
茶
と
ロ
マ
ン
を
堪
能
し
、
駅
舎
を
見
上
げ
れ
ば
そ

こ
に
は
新
倉
山
が
あ
り
、
の
ど
か
な
風
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
駅
に
は
「吉
田
の
う
ど
ん
」マ
ッ
プ

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
昼
に
は
近
く
の
お
気
に
入

り
の
う
ど
ん
屋
を
め
ぐ
り
、
古
き
町
な
か
で
物
思
い

に
ふ
け
る
も
の
よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
ま
た
、
次
回
が
あ
り
ま
し
た
ら
力
を
尽

く
し
ま
す
の
で
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。
（荒
井
） 

下吉田駅と新倉山浅間公園 【富士吉田市】 

忠
霊
塔
と
富
士 

富
士
吉
田
市
の
シ
ン
ボ
ル 

第７回 
 

私
も
た
び
た
び
訪
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
麓
か
ら
歩

い
て
こ
の
絶
景
を
楽
し
も
う
と
い
う
タ
イ
の
方
々
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
タ
イ
人
に
と
っ
て
は
こ
の
風
景
が

「Ｔ
Ｈ
Ｅ 

日
本
」の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、
な

ん
と
も
誇
ら
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
展
望
地
か

ら
１５
分
程
度
歩
く
と
富
士
山
の
全
容
が
臨
め
る
ア

ヤ
メ
の
群
生
地
も
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
あ
ま
り
交
通
の
便
も
良
く
な
い
か
と
思
わ

れ
る
こ
の
場
所
に
ど
の

よ
う
に
た
く
さ
ん
の

外
国
人
が
訪
れ
て
い

る
か
と
い
う
と
、
そ
れ

が
最
寄
駅
の
「下
吉
田

駅
」で
す
。
あ
ま
り
に

使
う
こ
と
の
少
な
い
こ

の
駅
に
私
も
足
を
踏

み
入
れ
て
み
れ
ば
、
そ

の
ハ
イ
カ
ラ
さ
に
胸
が

高
鳴
り
ま
す
。
駅
舎

の
西
に
は
、
天
井
が
高
く
癒
し
空
間
が
心
地
い
い
カ

フ
ェ
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
材
は
平
日
だ
っ
た
の

で
す
が
、
近
所
の
方
に
愛
さ
れ

て
い
る
様
子
で
、
グ
ル
ー
プ
で

も
一
人
で
も
気
兼
ね
な
く
く
つ

ろ
げ
る
雰
囲
気
で
し
た
。
休
日

は
も
っ
と
賑
わ
う
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
楽
し
い
の
が
駅
の
ホ
ー

ム
に
あ
る
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
の

テ
ラ
ス
と
古
い
貨
物
列
車
。
こ

れ
ぞ
、
あ
れ
な
ん
で
す
、
ロ
マ

ン
。
浪
漫
。
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
。
別
途
料

金
が
必
要
で
す
。
（１
０
０
円
） 

楽しいトレッキングもできます。 

とにかく駅と駅周辺が、こぎれいです。 

昭和の昔は銀座と呼ばれるほどににぎやかだっ

た下吉田ですが、いまはとても静か。 

富士急行線 

あやめのシーズンは６月です。 9 



 

 

表 裏 

10 

入選作品２００点 展示のお知らせ 

富士さんへ謹賀新年 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた関心や意識を高め、美しい

富士山を将来にわたって、守り引き継いでいくことを決意した「富士山憲章」の理念を広めるた

めに、富士山の日（2月23日）の関連イベントとして富士山にあてた年賀状を全国から募集しま

した。 

 その結果、44都道府県から、1077点の力作をお寄せいただき、ご応募いただいた作品から

厳正な審査の結果、最優秀作品１点、審査員特別賞2点、優秀賞12点を含めた入選200点を

決定いたしました。 

平成２7年 

７月３１日(金) まで  山梨県立 富士ビジターセンター (富士河口湖町) 

 入選作品展示場所及び期間 

以下の日程で、富士山北麓地域等、計11箇所で入選作品２００点を巡回展示します。 

 

 

平成27年度 富士山エコトレッキング 

（富士山「馬返し」から「船津胎内樹型」

へ）参加者募集！！ 
 

富士山ボランティアセンターでは、「富士山にゴミを持

ちこまない、捨てない、気づいたゴミは拾う」という趣旨

のもと、富士山の自然・歴史に関する解説を聞きながら

散策し清掃活動を行う「富士山エコトレッキング」を開

催します。 

開催日時:平成27年8月22日(土) 

開催時間:9:00～16:00 

集合場所:山梨県立富士ビジターセンター 

参加料:300円(保険代、船津胎内樹型見学料) 

   ※小学生、中学生は200円 

定員:25名(中学生以下は保護者の同伴が必要です) 

持物:帽子、飲み物、雨具(合羽)、昼食、ビニールシー   

ト等 

装備:山道を歩ける服装、運動靴 

募集期間:7月1日(水)～7月31日(金)まで 

   ※申込み締め切り後、参加者の決定を行いご連

絡いたします。 

申込方法：申込書に必要事項を記入し、富士山ボラン

ティアセンターまでFAXでお申し込みください(メール、

電話、郵送でも可）。 

   ※申込書は富士山ボランティアセンターHPよりダ

ウンロードできます。 

問い合わせ:富士山ボランティアセンター  
TEL0555-20-9229 

 

富士山憲章  

富士北麓駐車場キャンペーン 

ボランティア募集 
 

美しい富士山を未来に残すために、富士山の環境保全

への理解と協力を呼びかけるキャンペーンに参加いた

だけるボランティアを募集します。 

開催日時： 

平成27年7月18日(土)、7月19日(日)  

平成27年8月8日(土)～8月15日(土) 

 ※各日とも9:00～11:30(集合から解散まで） 

実施場所：富士北麓駐車場バス乗り場周辺 

集合場所：山梨県立富士ビジターセンター 

応募資格：個人、グループ、どなたでも参加できます。 

 ※中学生以下は、保護者または先生の引率が必要。 

 ※実施期間中、何日でも参加できます。 

参加費：無料 

持物:帽子、飲料水、雨具(合羽など)、運動靴 

その他:荒天でキャンペーンの実施が不可能な場合は

中止します。(前日5時に電話連絡) 

申込方法：申込書に必要事項を記入し、富士山ボラン

ティアセンターまでFAXでお申し込みください(メール、

電話、郵送でも可）。 

   ※申込書は富士山ボランティアセンターHPよりダ

ウンロードできます。 

募集期間：平成27年7月31日(金)まで 

問い合わせ：富士山ボランティアセンター  
TEL0555-20-9229 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

イベント情報 

下吉田駅と新倉山浅間公園 【富士吉田市】 



 

 

一. 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一. 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。  

一. 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。  

一. 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一. 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

 

平成10年11月18日 山梨県・静岡県             

 
富士山憲章は、富士山の自然環境の保全の理念や行動規範を示し、環境保全の

実践活動を呼びかけ、国民的な規模で、運動の展開を図っていくことを目的として

います。 

富士山憲章(行動規範) 
   富士山ボランティアセンター 

（山梨県観光資源課富士山分室） 
ＴＥＬ：０５５５－２０－９２２９ 

ＦＡＸ：０５５５－７２－４１１４ 

山梨県富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１ 

e-mail: fujisan@eps4.comlimk.ne.jp 
 

本誌のバックナンバーについては、下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/newsletter/index.html 
 

富士山環境保全メルマガの配信を希望する方は 

「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなしメールマガジン」 

会員登録画面 

(http://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/regist.html) 

より会員登録してください。 

富士山ボランティアセンターは、富士山の環境保全活動を推進するため

の活動拠点であり、富士山憲章山梨県推進会議（地元７市町村・恩賜県有

財産保護組合及び山梨県から構成される）によって運営されています。 

お
知
ら
せ 

〇
富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お

知
ら
せ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く

の
人
が
富
士
山
と
ふ
れ
合
い
、
知
識
を
深
め
、

富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保
全
の
意
識

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
富
士
山
学
習
の

支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
費

や
謝
礼
等
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業

に
お
け
る
各
種
研
修
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ

い
。 

実
施
日
･･ 

原
則
と
し
て
平
日
の
毎
日 

（
年
末
年
始
を
の
ぞ
く
） 

実
施
時
間
･･ 

九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

の
時
間
帯
の
う
ち
の
三
十
分
間
～ 

受
講
料
･･
無
料 

対
象
･･
地
域
住
民
・
各
種
団
体
・
企
業
等
お

よ
び
児
童
・
生
徒
・
学
生
（
教
員
向
け
研
修
も

あ
り
） 

定
員
･･
六
十
名
ま
で 

※
業
務
の
都
合
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
日
が

あ
り
ま
す
。 

※
実
施
時
間
・
定
員
に
関
し
て
は
規
定
外
で

も
応
相
談
し
ま
す
。 

申
込
･･
原
則
と
し
て
１
か
月
前
ま
で
に
申
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ/

郵
送/

Ｅ-

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
に
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書

に
つ
い
て
は
下
記
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。 

h
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そ
の
他
･･
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
・下
見
等

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
込

み
・
打
ち
合
わ
せ
は
受
講
さ
れ
る
団
体
の

責
任
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

旅
行
業
者

等
に
よ
る
代
行
は
認
め
ま
せ
ん
。  

 

問
い
合
わ
せ
･･ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

電
話 

〇
五
五
五-

二
〇-
九
二
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
五-

七
二-
四
一
一
四 

    

○
富
士
山
環
境
保
全
募
金
の
募
集
の
お
知

ら
せ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富

士
山
の
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
皆

様
か
ら
の
募
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
富

士
山
環
境
保
全
の
費
用
と
し
て
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

寄
付
金
を
入
れ
る
募
金
箱
は
、
次
の
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

募
金
箱
設
置
場
所
･･ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 
 

富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー 

河
口
湖
観
光
案
内
所 

 
 
 
 

 
 
 
 

山
梨
県
立
富
士
山
科
学
研
究
所 

 
 

道
の
駅
「な
る
さ
わ
」 

 
 
 
 
 

 

道
の
駅
「し
も
べ
」  

 
 
 
 
 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル  

 
 

 
 
 
 

 

道
の
駅
「ふ
じ
よ
し
だ
」 

 
 

 
 
 

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館  

 

山
中
湖
平
野
温
泉
石
割
の
湯 

 
 

山
中
湖
村
役
場 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

 
 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

 
 

 
 
 

 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

 
 

 
 
 

 

※
一
万
円
以
上
の
金
額
を
提
供
い
た
だ
い
た
方

（団
体
）に
は
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
直
接
富
士
山
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
･･ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

電
話 

〇
五
五
五-
二
〇-
九
二
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
五-

七
二-
四
一
一
四 

   -  


